
関東地⽅整備局では、産学のもつ先端的な技術を積極的に
活⽤し、産学官連携による技術研究開発を促進することを⽬
的とし、令和２年度より⼤学等研究機関との技術シーズマッ
チングに取り組んでおります。
この度、令和２年度にマッチングが成⽴し研究開発を進め

ている８技術について、取組状況と研究成果を公表します。
また、本研究開発については、関東地⽅整備局内の有識者

会議において取組状況や成果等の評価を⾏い、令和３年度の
研究継続が決定しており、建設現場等で活⽤され⽣産性向上
や維持管理⾼度化に寄与することを⽬指し、今後も取り組み
を進めて⾏きます。

令和３年７⽉２６⽇（⽉）
国⼟交通省関東地⽅整備局
企 画 部 施 ⼯ 企 画 課

⼤学等研究機関との技術シーズマッチング
令和２年度の研究成果を公表します
〜産学官連携による先端的技術の研究開発〜
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きくち たかしにへい まさやす

１．研究開発技術⼀覧表・・・・・別紙−１

２．各研究の概要・・・・・・・・別紙−２

研究成果詳細については、下記ページに掲載します。
https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000208.html



⼤学等の研究機関とのマッチング  研究開発技術の概要 別紙−１

１．研究開発中の技術 (並びは応募順)

２．研究開発が完了した技術

※１ 研究計画年度が次年度に継続するものについては、関東地⽅整備局内の有識者会議において 取組状況や成果等の評価・審議を⾏い、研究契約の「継続」⼜は「打ち切り」の判定を⾏っております。

筑波⼤学
システム情報系
 ⻲⽥敏弘 准教授

LPWA⾼密度センサ網を⽤いて、電源確保や通信の問題からこれまでは収集が困難とされてきた社会基盤
の各種データを超遠距離から⼤量取得し、 i-Construction における国⼟交通データプラットフォームに
データを供給し、維持管理、将来の計画策定、施⼯管理の⾼度化を実現する。

令和２年度

令和２年度
〜

令和３年度

令和２年度
〜

令和４年度

令和３年度の
研究継続 ※1

継続する

継続する

継続する

継続する

継続する

継続する

継続する

令和２年度
〜

令和４年度

研究計画年度

令和２年度
〜

令和３年度

光切断法を⽤いたトンネル3 次元計測につい
ての技術研究開発

東京⼤学⼤学院
⼯学系研究科
 ⼭下淳 准教授

本研究では、光切断法を⽤いてトンネル断⾯の3 次元形状を計測する技術を新規に提案する。広い視野を
有する広視野カメラと広範囲にレーザ光を照射可能なリングレーザを⽤いることにより簡便かつ⾼速に密
な3 次元計測を実現する技術・システムの構築を⽬指す。

ICT⼟⽊技術に適⽤できる画像解析や加速度
応答による締固め⼟⼯に関する簡略化につい
ての技術研究開発

早稲⽥⼤学理⼯学術院
創造理⼯学部 社会環境⼯学科
 ⼩峯秀雄 教授

⼈材不⾜対応・業務の効率化を念頭に置いたICT⼟⽊の推進に資するために、本研究では、特に締固め⼟
⼯に注⽬して、デジタルカメラ等による締固め地盤部の表⾯画像と加速度センサーICタグ計測による締固
め中〜完了後の加速度応答をリアルタイムに測定して得られるデジタル情報から、⼟⼯における締固め状
況を簡易評価する⽅法の開発を⾏う。

準天頂衛星システムを利⽤した建設現場のDX
に関する技術研究開発

東京⼤学⼤学院
⼯学系研究科
 中尾彰宏 教授

建設現場のデジタルトランスフォーメーションを⽬指し、準天頂衛星システムに準拠した独⾃開発のGPS-
LoRa センサ・LoRa-LTE ルータ等のノンセルラーLPWA 機器を配置した上で、⾼セキュアなセルラー
LPWA（LTE-M）とクラウド連携した新たなネットワーク基盤の構築技術を開発する。

先端的計測・画像処理技術により取得したモニタリングデータに基づき橋梁健全性を定量的に評価できる
精緻な⼿法とモニタリングデータも含めた点群データに基づき橋梁健全性を定量的に評価できる簡易な⼿
法を開発する。

モニタリング・点群データを活⽤した橋梁健
全性の定量評価に関する技術研究開発

早稲⽥⼤学理⼯学術院
創造理⼯学部 社会環境⼯学科
 佐藤靖彦 教授

令和２年度
〜

令和３年度

令和２年度
〜

令和４年度

LPWAによる⾼密度センサデータの超遠距離
取得とデータプラットフォーム連携に関する
技術研究開発

インフラデータプラットフォーム及び 3次元
モデルを活⽤した道路管理システムの開発

東京⼤学⼤学院
⼯学系研究科
 ⼩澤⼀雅 教授

本研究は、インフラデータプラットフォーム及び3次元モデルを活⽤し、道路管理者の意思決定を⽀援する
システムを開発し、もって社会インフラの維持管理の⾼度化に必要なデータマネジメントに資することを
⽬的とするものである。

⾞両内設置カメラを利⽤した準リアルタイム
広域路⾯ひび割れ率評価技術の開発

東京⼤学⼤学院
⼯学系研究科
 ⻑⼭智則 准教授

近年は写真撮影とAI 技術等を利⽤して舗装のひび割れを⾃動検知する事例が⾒られるが、事務所・出張所
職員の⾞両内に設置したドライブレコーダ等の汎⽤品によりひび割れ率を正確に算出することは難しい。
動画像処理技術を活⽤してひび割れ率を正確に算出する。

研究開発テーマ 研究代表者 概  要

研究計画年度研究開発テーマ 研究代表者 概  要

導⽔路トンネル維持管理のためのAI を活⽤し
たデータ連携・結合⼿法についての技術研究
開発

東京⼤学⼤学院
⼯学系研究科
 全邦釘 特任准教授

本研究では導⽔路トンネルの適切な維持管理を実現するため、(1) AI を活⽤した⾮構造化データからの情
報抽出、(2) メタデータ付与⼿法の開発、(3) データ可視化⼿法の開発という3 点の研究項⽬の実現によ
り、導⽔路トンネルを対象としたデータ連携・結合⼿法を提案することを⽬的とする。

令和２年度
〜

令和４年度



別紙−２

１．研究開発中の技術
p1

p2

p3

p4

p5

p6

p7

２．研究開発が完了した技術
p8

⑥ ⾞両内設置カメラを利⽤した準リアルタイム広域路⾯ひび割れ率評価技術の開発

⑦ 光切断法を⽤いたトンネル3 次元計測についての技術研究開発

⑧ インフラデータプラットフォーム及び 3次元モデルを活⽤した道路管理システムの開発

各研究の概要

① ICT⼟⽊技術に適⽤できる画像解析や加速度応答による締固め⼟⼯に関する簡略化についての技術研究開発

② 導⽔路トンネル維持管理のためのAI を活⽤したデータ連携・結合⼿法についての技術研究開発

③ モニタリング・点群データを活⽤した橋梁健全性の定量評価に関する技術研究開発

④ 準天頂衛星システムを利⽤した建設現場のDX に関する技術研究開発

⑤ LPWAによる⾼密度センサデータの超遠距離取得とデータプラットフォーム連携に関する技術研究開発



本研究は、特に締固め土工に注目してデジタルカメラ等による締固め地盤部の表面画像と加速度センサーICタグ計測
による締固め中～完了後の加速度応答をリアルタイムに測定して得られるデジタル情報から、土工における締固め状
況を簡易評価する方法の開発を行う。

・締固め試験装置にICセン
サータグを組み込み、加速度
応答の変化を計測できるシス
テムを試作（写真1）
・締固め土の色調評価として
のRGB値により、含水比を予
測する手法の検証
（図1～3）

ICT土木技術に適用できる画像解析や加速度応答による締固め土工に関する簡略化についての技術研究開発

令和２年度研究内容

研究内容 ・ スケジュール

研 究 項 目

１．画像データによる地盤面の色調の変化による締
固め状況の評価・確認のための締固め土の色調
データ測定と整理方法の構築、データベース化

令和2年度 令和3年度 令和4年度

２．マルチセンサICタグによる締固め中・完了後の
加速度応答変化による締固め状況の評価・確認

３．デジタル画像撮影機とマルチセンサICタグを装
着した実施工機による締固め試験とデータベースを
活用した締固め状況評価と新しい品質管理方法の
提案

実験実施実験準備・実施

実験準備・実施 実験実施

現場試験実施

とりまとめ

盛土表面画像評価のi-Construction実装イメージ

写真１ 締固め中におけるICタグによる加速度応答計測事例

1



変状

変状ID

変状程度

対応
補修

変状位置※

画像データ（変状写真）
画像データ（作業写真）

補修位置（変状位置と対応）

補修規模（⾯積など）

横座標
縦座標

措置ID

診断ID センシングデータ

塗膜膨れ
塗膜割れ（1mm未満）
腐⾷（3mm未満）
孔⾷
貫通孔

診断位置・範囲
診断内容

※縦断⽅向10cm単位，横断⽅向周を8分割(概略位置)が分けられるように

発⽣部位
⼯場塗装

⼯区＆弁 V〇 A〇間

現場塗装
継⼿部

＋補修部
（再変状箇所）

補修⼯法（変状程度と対応）

＋補修費⽤，補修会社

④扁平測定結果
⑤傾斜測定結果
⑥板厚測定結果
⑦塗膜厚測定結果
⑩塗膜絶縁抵抗測定結果
⑪塗膜密着⼒試験結果
⑫付着物調査結果（カワヒバリガイ）

調査・診断

点検年
※履歴で残るように運⽤

作業報告書

③ピンホール試験

・点検・診断時の変状データ毎にIDを，それに対する
補修や診断にもIDを定め，データ連携体制を構築
（図-1)
・データ連係体制を用いてYOLOv5(You only look
once version 5)による損傷位置を自動で検出するシ
ステム構築（学習データの作成）

研究内容 ・ スケジュール

導水路トンネル維持管理のためのAIを活用したデータ連携・結合手法についての技術研究開発

令和２年度研究内容

研 究 項 目 令和2年度 令和3年度

１．非構造化データからの抽出手
法の開発

２．インベントリを基としたメタデー
タ付与手法の開発

３．データ可視化手法の構築

データ調査・整理

業務フロー調査

データ結合・連結

ＡＩによるＥＴＬ

写真位置同定・損傷プロット手法・３次元化手法

本研究は、導水路トンネル維持管理の効率化のためのICT・AI技術導入に関する研究開発を行う。
［１］データの適切な連携・結合手法の提案、［２］Deep learningによる損傷自動検出などETL処理手法の確率、
［３］データ可視化手法の提案

図-1 変状，診断，措置を連携させるための構造の提案図

予備解析結果YOLOv5の学習のための学習データ構
築の様子

（赤線と緑点で囲まれた領域が損傷と
指定した場所） 2



・試験フィールド（写真１）において、サンプリ
ングモアレカメラによる床版の変位計測、
データ取得（図１）。
・FBGセンサ等計測データ解析による荷重
種別判定（図２）、有限要素解析との比較等
によりFBGセンサ計測値から荷重の大きさ
を推測。
・静的及び疲労荷重を受けるRCはりの曲げ
せん断試験を実施し、サンプリングモアレ解
析の精度実証。
・劣化RC部材の腐食ひび割れ幅の分布か
らLSTMを用いることにより、部材内に生じて
いる鉄筋断面損失率の分布を推定。 等

研究内容 ・ スケジュール

モニタリング・点群データを活用した橋梁健全性の定量評価に関する技術研究開発

令和２年度研究内容

研 究 項 目 令和2年度 令和3年度 令和4年度

１．モニタリング技術
の開発

２．健全度定量評価
技術の開発

実験準備・実施 実験・解析
実験・解析

とりまとめ

本研究は、モニタリング技術と外力・損傷機構推定技術を開発した上で、それらの技術を活用した橋梁上部構造の健
全度定量評価技術の開発を行う。

写真１ 試験フィールド（国道50号広沢高架橋）

図２ 有限要素解析による再現

⾞ 重:200(kN)

載荷位置

道路橋⽰⽅書T荷重

作⽤ のモデル概要

補剛桁東側ひずみの実測値補剛桁東側ひずみの解析値

波形が再現でき た作⽤ のモデルが妥当

5分間の床版の鉛直⽅向変位 8秒間の床版の鉛直⽅向変位

変位の度数分布 計測状況

図１ 計測結果の一例
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・屋外の建設工事現場などIoTセンサシステムを配置
する場所や電源がない環境で、低コストの無線シス
テムを利用してセンサ・データを収集する無線ネット
ワークを構築する技術の開発

・準天頂衛星を使用した高精度のGPS位置データを
遠隔のクラウドに収集し、収集した位置データをクラ
ウドで解析・処理し、その結果を情報利用者にリアル
タイムに提供するシステムの開発。

・IoTセンサを配置した現場と遠隔クラウド間のネット
ワーク接続性を確保するとともに、データ漏洩や改
竄などのセキュリティ脅威に対し、セキュアにデータ
転送するための高信頼、高セキュリティなネットワー
ク技術の開発。

研究内容 ・ スケジュール

令和２年度研究内容

準天頂衛星システムを利用した建設現場のDXに関する技術開発研究

研 究 項 目 令和2年度 令和3年度

準天頂衛星システムを利
用した建設現場のＤＸに関
する技術の研究開発

実験準備・実施

実験実施

データ解析・とりまとめ

本研究は、工事現場にて低コスト無線システム展開により簡易にセンサデータ収集するネットワーク構築技術、工事現
場とデータ収集するクラウド間をセキュアにデータ転送するネットワーク技術、およびセンサーデータをクラウドで収集・
解析し、その結果をリアルタイムに通知する技術の開発を行う。

建設工事現場での測位データ収集ネットワーク展開構成と収集データの解析システム

国道4号新バイパス盛土工事現場での測位データ収集実験

4



・計測機器と通信機器のデータの橋渡しを行
うインターフェースの独自開発により、通信機
器の種類にかかわらず社会基盤計測のノウ
ハウが蓄積された計測機器を使用できるシス
テムを構築。
・国道17号赤谷川大橋，月夜野大橋における、
LPWA送信機近隣の電波強度を計測し、効果
的なデータ収集の方法を検討。

研究内容 ・ スケジュール

令和２年度研究内容

LPWAによる高密度センサデータの超遠距離取得とデータプラットフォーム連携に関する技術研究開発

研 究 項 目 令和2年度 令和3年度 令和4年度

LPWAによる高密度
センサデータの超遠
距離取得とデータプ
ラットフォーム連携に
関する技術研究開
発

実験準備・実施 試作・改良
検証

とりまとめ

本研究は、LPWA高密度センサ網を用いて、電源確保や通信の問題からこれまでは収集が困難とされてきた社会基盤
の各種データを超遠距離から大量取得し、 i-Construction における国土交通データプラットフォームにデータを供給し、
維持管理、将来の計画策定、施工管理の高度化を実現する。

システム構成

検証現場の位置関係
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・Semantic segmentation に基づいて舗装のひび割

れを抽出。適用する機械学習のモデル更新により高
精度を保ちながら推定速度の向上。
・車載カメラを利用して撮影した画像と，画像に映り
込んでいる車線やマンホールを利用して同定された
パラメータによる鳥瞰変換
・撮影動画から，GPSを利用して静止画を切り出し，
カメラ近くで撮影された高解像度画像（合成画像）を
用いて、ひび割れ展開図を作成

・合成画像に基づいて，５０㎝四方の格子をもつひび
割れ展開図を作成
・検知精度を向上のための教師画像拡充。

研究内容 ・ スケジュール

令和２年度研究内容

車両内設置カメラを利用した準リアルタイム広域路面ひび割れ率評価技術の開発

研 究 項 目 令和2年度 令和3年度

１．舗装ひび割れ率の算定
に関する技術研究開発

２．準リアルタイムの舗装
状態可視化

アルゴリズム構築
アルゴリズム実装

実験的検証

データ収集・整理 実装・実験的検証

本研究は、スマートフォンもしくはドライブレコーダで撮影した車両前方画像をひび割れ展開図に変換し、機械学習処
理を適用することで、ひび割れ率を定義に基づいて簡易に定量評価できるようにする。さらに撮影画像からひび割れ
率、ポットホール等をデジタル地図上に表示する仕組みを構築する。

画像撮影

物体検知・ひび割れ領域抽出
ひび割れ，ポットホール
マンホール，⽩線，．．．

カメラパラメータ等推定
⿃瞰変換

画像特徴量を利⽤した合成

ひび割れ率の算出

ひび割れ展開図

ひび割れ率算出の方法

ひび割れ画像に対する領域検出の結果
（左：元画像，中：領域検出結果，右：元画像＋領域検出結果）

鳥瞰変換とパラメータ同定
（上：元画像，下：同定パラメータを利用した鳥瞰変換結果） 6



・画角の広い魚眼カメラと，周囲360度に同時にレー

ザ光を照射可能なリングレーザを用いることにより広
い範囲を同時にワンショットで計測する手法を構築。

・正確なカメラとレーザのキャリブレーション手法、ト
ンネルにレーザを照射して撮影した画像からレーザ
領域を自動抽出する画像処理手法、抽出したレーザ
領域の3次元座標を算出する方法を構築。
・計測システムのプロトタイプを構築及び現地計測実
験による理論検証

研究内容 ・ スケジュール

令和２年度研究内容

光切断法を用いたトンネル3 次元計測についての技術研究開発

研 究 項 目 令和2年度 令和3年度 令和4年度

１．一断面の３次元形状計測に
関する技術研究開発　（理論構
築・基礎検証）

３．複数断面の３次元計測に関
する技術研究開発（理論構築・
計測システム構築・評価）

２．一断面の３次元形状計測に
関する技術研究開発  （計測シ
ステム構築・評価）

実験準備・実施

計測システム

構築・評価

検証

とりまとめ

本研究は、光切断法を用いてトンネル断面の３次元形状を計測する技術を新規に提案する。広い視野を有する広視
野カメラと広範囲にレーザ光を照射可能なリングレーザを用いることにより、簡便かつ高速に密な３次元計測を実現す
る技術・システムの構築を目指す。

光切断法を用いたトンネル3次元計測の概略図

計測装置 一断面の3次元計測結果
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研究内容 ・ スケジュール

インフラデータプラットフォーム及び3次元モデルを活用した道路管理システムの開発

令和２年度研究内容

本研究は、3次元モデル及びデータ連携基盤を活用したシステムのプロトタイプを開発し、これを道路管理者と共に試
行することで、その有効性や実用に向けた改善点・課題等を明らかにし、もって道路管理の効率化に寄与することを目
的とするものである。

・下記の機能を備えたプロトタイプを開発。これを道
路管理者と共に試行し、その有効性等をアンケート
調査から確認。

①ポットホール発生アラート機能（図2）
向こう一週間の予想降水量が任意の閾値を超え
る場合、ポットホール発生のアラートを発出する
と共に、過去に大きなポットホールが発生した場
所且つそれ以降に修繕工事を行っていない場所
を表示

②修繕箇所検討支援機能（図3）
ミクロ・マクロの両視点で、点検診断結果やポット
ホールの発生状況をもとに舗装状態を評価

図2 アラート（右下）とPH個所の表示状況 図3 ミクロ評価画面イメージ

[第1層]
ユーザー端末

[第3層]
データ連携基盤層

[第4層]
データ格納層

LAN/internet

LAN/internet

LAN/internet

[第2層]
データ処理層

図1 システム構成

研 究 項 目 令和2年度

システム開発
開発・テスト
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